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　安心で安全な水道水を安定的に供給するため、基幹管路

更新計画を策定し、本年度より工事を開始しました。

　みなさまには交通規制などで大変ご迷惑をお掛けいたし

ますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

　基幹管路更新工事では災害発生時であっても重要給水施設（江南市地域防災

計画に定める指定避難所および指定緊急避難場所などの応急給水施設、災害

拠点病院、災害復旧活動拠点）に給水を継続するため、配水拠点である配水場か

ら重要給水施設までの配水本管の更新工事を行うことにより耐震化を進めて

まいります。

基幹管路更新工事を開始しました



江南市水道事業　平成28年度　決算報告

　水道事業は、みなさまからお支払いただく水道料金を主な財源として経営しています。
　今後とも経費削減などの効率的な運営を目指し、安心・安全な水をみなさまにお届けできるよう努力してまい
ります。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

経営の状況

　平成28年度は94,753人の

みなさまに 1 日平均29,109㎥

の水をお届けしました。

　財政状況は、当期純利益

154,782,702円となり前年度

より1,525,485円減少となり

ましたが、過去に資本的支出

の財源に充てた負担金等の長

期前受金戻入を除いた収支に

つ い て は、26,457,860円 の

利益となっています。

　資本的収支につきまして

は、負担金及び分担金を財源

とし、不足する額を内部留保

資金等で補い、施設整備を進

めてまいりました。

　なお、主な事業としては、

平成28年度から平成37年度

までの第3次配水管改良計画

に基づき、鋼管・小口径管及び

耐用年数を経過したビニル管

等の布設替を実施しました。

　また、配水管工事として、

12,508ｍを布設または布設

替したほか、基幹管路更新工

事測量設計委託等を実施しま

した。

用 語 解 説

収益的収支と資本的収支
　地方公営企業である水道事

業の予算は、関係法令に基づ

き収益的収支と資本的収支に

区分し、予算の内容を明確に

しています。

　収益的収支は、当該年度の

経常的な営業活動に伴う損益

に関する収入・支出であり、

事業活動の計画としての損益

予算です。

　資本的収支は、主として将

来の経営活動に備えて行う施

設整備計画、企業債償還計画

のための資金予算であり、収

益的収支に属さない収入・支

出が計上されます。

　資本的収支の不足する財源

については、営業活動で確保

された現金支出を伴わない減

価償却費などの、内部に留保

された資金で補てんすること

となっています。

水をお届けするための経費と財源収益的収支

 水道施設を整備・拡充するための経費と財源資本的収支

《収入》

1,370

《収入》

191

《支出》

1,215

《支出》

592

給水収益
1,184（86％）

使用者のみなさまから支払っ
ていただく水道料金です

長期前受金及び
受取利息など
132（10％）

長期前受金戻入
や国債の受取利
息などです

その他営業収益

54（4％）

工事を受託したことに
よる収益や市の一般会
計の負担金です

減価償却費及び
資産減耗費
461（38％）

水道施設は使用や時間の
経過により、その価値が
減少するので、施設の寿
命の年数に応じて１年ず
つ価値が減少する分を費
用化したものです

その他
44（4％）

水道維持のた
めの薬品費や
水道の宣伝費
用などです

支払利息
32（2％）

企業債の償還
に際し、支払っ
た利息です

動力費
46（4％）

施設を動かす
ための電気料
金です

人件費
85（7％）

職員の給料
などです

修繕費
67（5％）

水道施設を
修理する費
用です

委託料
141（12％）

業務委託をした
ことにより生じ
た費用です

受水費
339（28％）

県営水道から水を
購入した費用です

内部留保資金など
401（68％）

経費のうち現金の支出を伴わない
減価償却費や事業活動で生じた利
益を積み立てたお金など内部に留
保してあるお金です

負担金など
118（20％）

新規にメーターを設置する場合
で、近くに水道管が布設されてい
ないときに、管を延長するために
いただいているお金などです

分担金
73（12％）

新規にメーターを設置
したり、増設したとき
にいただいているお金
です

建設改良費
435（74％）

老朽化した水道施設を新しく
するための費用です

企業債償還金
106（18％）

水道施設をつくるために
借りた企業債の元金を返
済するための費用です

事務費
50（8％）

水道施設の新設・
改良のために行う
諸事務の経費です

その他
1（0％）

メーターなど
の固定資産を
購入するため
の費用です



「お客さまアンケート」調査結果について

　江南市水道事業では、平成29年11月19日に開催されました江南市消費生活展にてアンケートを実施いたしま

したので、調査結果をご報告いたします。いただきましたご意見は今後の業務に活用させていただきます。なお、

ホームページでは、より詳細な内容をご覧いただくことができます。

(http://www.city.konan.lg.jp/suido/sd_enquete.html）

（1）　水道の味について （2）　水道の水質について

（3）　飲む水について（複数回答）　有効回答者数 432人 （4）　日頃の節水について

 ※小数点以下四捨五入のため、0％になる場合があります。

　水道事業は独立採算制となっており、水をお届けするための費用は、主に水道料金収入により賄われて

います。全般的な傾向としましては、簡易水道組合の統合などにより年間給水量が増加した年もありまし

たが、節水機器の普及や節水意識の浸透により使用水量は減少し、水道料金収入も年々減少しています。

水道はお客さまの水道料金で支えられています
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 江南市水道事業の取り組み

○基幹管路更新事業について

　江南市水道事業の創設時に布設しました基幹管路の地震被害を最小限に抑え

るため、更新にあわせて耐震化を進めています。

　新たに布設している水道管は、管と管を接続する継手部分に伸縮性と離脱防

止機能を持たせることにより、これまでの水道管と比べて災害に強い水道管（耐

震管）となっています。

○経営戦略の策定について

　公営企業として将来にわたり安定的に事業を継続していくことを目的として、「投資計画」と「財政計

画」に基づく中長期的な基本計画となる「経営戦略」を、平成30年度より策定する予定をしています。

○経営審議会の設置について

　平成29年12月議会において、江南市水道事業の適正かつ効率的な経営を図ることを目的とした経営

審議会を設置するため、「江南市水道事業経営審議会条例」を可決、制定しました。

　水道事業の経営及び計画全般に関することなど、水道事業に関する重要事項について調査審議を進

めるため、平成30年度より経営審議会を設置する予定をしています。

開始・中止の連絡をお忘れないようにお願いします

　春先は引っ越しが増える時期です。水道の使用を開始・中止する予定日の 3 営業日前までに電話または

FAXにて下記の連絡先へご連絡ください。その際には、「水道使用水量等のお知らせ」や「領収書」などお客

さま番号が記載されている書類をご用意くださいますと、手続きがスムーズになります。

○江南市水道お客さまセンター

電話：0587 −53 −3511　　FAX：0587 −53 −3514

営業時間：8時30分～17時15分（土曜・日曜・祝日及び年末年始除く）

※江南団地の方は、㈱URコミュニティ名古屋住まいセンターへご連絡ください。

電話：052 −332 −3911

営業時間 9 時15分～17時40分（平日及び土曜日）

出典　一般社団法人　日本ダクタイル鉄管協会

お問い合わせは　水道課（江南市水道お客さまセンター）　☎ （0587） 53−3511 まで


